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【排尿障害 QOL向上への期待】
正常な排尿とは

谷口成実, 柿崎秀宏, 沼田 篤



●はじめに

排尿の異常を認識するためには，まず正常な

排尿について正しく理解する必要がある。われ

われは排尿について特別な意識をしなくても尿

失禁とならず，適当な量の尿を適当な時間に適

当な場所で，当り前のように排尿している。こ

のように，排尿は単純な行為と思われがちであ

るが，実は複雑な調節機構が関与しており，十

分解明されていない部分も多い。さらには，排

尿行為には個々人で多様性があるうえ，各個人

においてもその時の状況により，排尿状態は変

動しうる。したがって，正常の排尿について定

義するのは必ずしも容易ではない。

服部ら')は正常な排尿について，蓄尿期と排

出期に分けて特徴を述べている（表１)。蓄尿期

には，①ある程度尿が勝耽にたまると尿意を生

じる，②尿意を生じてからも，ある程度がまん

できる，③十分な量の尿を勝耽にためることが

できる，④尿失禁がない，としている。排出期

には,①排尿を意図すればいつでも排尿できる，

②排尿に際し特別な努力を要しない，③排尿中

に尿線を中断できる，④残尿がない，としてい

る。そこで，蓄尿期と排出期に分けて，正常と

思われる排尿について述べていく（図１)。
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Ｉ 表１正常な排尿機能

1．蓄尿期

①ある程度の尿がたまると尿意を生じる

②尿意を生じてからもある程度我慢できる

③十分な量を勝耽にためることができる

④尿失禁がない

２．排出期

①排尿を意図すればいつでも排尿できる

②排尿に特別な努力を要しない

③排尿中に尿線を中断できる

④残尿がない

９（1155）

mＬ程度であれば，４～７回程度となる。日中の

排尿回数が多いという患者の愁訴は昼間頻尿と

呼ばれ，便宜的に日中８回以上とする場合が多

い。夜間に排尿のために１回以上起きなければ

ならないという愁訴は夜間頻尿(nocturia）と呼

ばれる。排尿回数を論じる場合には，１日尿量

を調べることが重要である。機能的勝耽容量の

減少による頻尿なのか，尿量が多いことに起因

する頻尿なのかを見極める必要がある。多飲多

尿であれば排尿回数は多くなるし，最近注目さ

れている夜間多尿（nocturnalpolyuria）があれ

ば夜間頻尿となる。鑑別するためには,２４時間

にわたる昼間と夜間の排尿時刻と排尿量の記録

が有用である。成人で２４時間尿量が2,400ｍＬ

(40ｍL/kg）以上は多尿とされている。夜間多

尿は，本人が睡眠をとるつもりで就寝し起床す

るまでの夜間排尿量が，１日総排尿量の２０％

(若年成人）から３３％（６５歳以上）以上の場合

をさす2)。
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●蓄尿期

１ 尿 回 数

通常１回排尿量はおよそ200～400ｍＬ程度

で，初めて尿意を生じる量は通常150～250ｍＬ

程度とされている。１日の尿量は1,000～1,500
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